
群 馬 県 立 藤 岡 工 業 高 等 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （令和４年度版） （様式１）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

外部アン 外部アン評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 改 善 策 自己評価 改 善 策ケート等 ケート等

Ⅰ 特色ある学校 １ 工業高校として特色あ ① くくり募集、学科・コース選 ・ガイダンスや工業技術基礎の ・工業技術基礎や各科での授業をと
づくりに努めて る教育活動を行っていま 択制などは、本校独自の特色であ 授業などを通して、生徒一人ひ Ａ Ａ おして、学科・コースの特長・将
いますか。 すか。 ると感じている生徒が80％以上で とりに合った学科・コース選択 来を見据えた学科・コースの選択

ある。 ができるよう指導する。 ができるよう継続的な声かけ等を
行う。

② ものづくり教育（工業科目の ・基礎、基本をしっかりと身に ・理論と実習での技能・技術の結び
学習や実習）を通して、実践的な つけた上で、各学科の特徴を活 Ａ Ａ つきを実感できるよう、内容の精
技能・技術が身についていると実 かせるよう指導する。 査を行う。
感している生徒が80％以上である。 ・課題研究への積極的な取り組 ・課題研究や学習成果発表会におい

みや学習成果発表会などを通し て、生徒が活躍できる機会を増や
て、生徒の満足度を高める。 し、充実感や自信をもたせる。

③ 環境に配慮した活動やボラン ・整美委員会や清掃活動を通し ・日常生活において自身の周りでも
ティア活動に参加することで、地 た３Ｒ活動の推進、環境ボラン Ｂ Ｂ 無意識に環境に配慮した取り組み
域社会や環境保全への貢献を意識 ティア活動への参加推奨。 ができるよう努める。
している生徒が80％以上である。 ・地域との連携を図り、信頼さ ・家庭内における取り組みや意識の

れ期待される学校づくりに努め 共有も必要であると考える。
る。 ・「藤工ＳＤＧｓプログラム」への

積極的な参加を促す。

Ⅱ 生徒の意欲的 ２ 生徒の実態に応じた指 ④ 資格取得に挑戦し、卒業まで ・ジュニアマイスター顕彰制度 ・令和３年度卒業生は、５８名の生
な学習活動につ 導を行っていますか。 に３つ以上の資格を取得している や資格取得データベースの積極 Ａ Ｂ 徒が３つ以上の資格を取得してい
いて適切な指導 生徒が60％以上である。 的な活用。 る。
をしていますか。 ・計画的な指導とともに、補習 ・今年度卒業生については、昨年も

や個別指導を実施する。 続くコロナウイルスの影響で試験
が中止になったものもあり、取得
者数は減少傾向にある。

３ 生徒は確かな学力を身 ⑤ 学習に積極的に取り組み、学 ・職員相互の授業公開と見学、 ・課題研究などを通して、問題解決
に付けていますか。 習内容の基礎・基本が定着してい 研修などを実施し、「分かりや Ａ Ｂ 能力や自発的学習態度を養う。

ると自己評価している生徒が80％ すい授業」を展開する。 ・成績不振者には、長期休業期間を
以上である。 ・朝学習の取り組みを通した基 活用した指導を確実に終了するよ

礎学力の向上。 う支援して成績不振状態の早期解
・成績不振指導生徒に対する組 消を図り、学習意欲の向上を促す。
織的な指導。 ・朝学習に継続して取り組むことが

できる工夫を各学年ごとに検討、
実施していく。

Ⅲ 生徒の充実し ４ 組織的・継続的な指導 ⑥ 職員会議や学年・科会議にお ・定期的な各種会議における情 ・共有した情報を諸課題の予防や解
た学校生活につ を行っていますか。 いて生徒に関する情報交換を月に 報の共有。 Ａ Ａ 決に向け、共通理解を図る。
いて適切な指導 ２回以上実施するとともに、生徒 ・各科、各分掌の協力と生徒へ ・学校生活の中で積極的な声掛けを
をしていますか。 とコミュニケーションを図りなが の充実した支援。 行い、コミュニケーションを取る。

ら共通認識に基づく指導を行って ・教科担当者会議での共通理解 ・必要な生徒には、特性に応じた個
いる。 と対応。 別支援と共通認識を図る。

⑦ 安全管理・安全指導に努め、 ・専門科目の実習や交通指導を ・専門科目内での安全教育を授業や
学校生活の全ての場面において安 通して安全教育を実施し、学校 Ａ Ａ 資格指導内でも継続的に行う。
心して活動できていると感じてい 生活全般において自ら安全管理 ・交通安全教室やマナーアップ運動
る生徒が80％以上である。 できる意識を醸成する。 を通じ、定期的な意識向上を図る。

５ 学校はいじめの防止や ⑧ 「学校はいじめの防止や早期 ・HRや集会での講話。 ・授業、ＨＲなどを通じて生徒間の
早期発見に向けた取組を 発見に向けた取り組みを積極的に ・学期ごとにいじめアンケート Ａ Ｂ 人間関係構築に努める。
積極的に行っています 行っている」と認識している生徒 を実施。 ・アンケート後の個別面談実施と職
か。 が80％以上である。 ・校内巡回等の実施と、日頃か 員間での結果の共通理解を図る。

らの生徒観察、相談しやすい体 ・生徒観察、相談体制を充実させつ
制の整備。 つ、家庭との連携を充実させる。

６ 生徒は健康で、規則正 ⑨ １日の遅刻者数が10人以下で ・健康に配慮した生活、自己管 ・遅刻者数10人以下の達成率は74％
しい学校生活を送ってい ある。 理の徹底。（感染症対策を含む） Ｂ Ｂ であった。
ますか。 ・５分前登校の呼びかけ。 ・遅刻生徒への声掛けや面談を行

・学期毎の遅刻指導の徹底。 う。また、遅刻回数に応じて段階
的な遅刻指導を行う。

・家庭と連携を取り、共通理解のも
と基本的生活習慣の確立を図る。

Ⅳ 生徒の主体的 ７ 計画的な指導を行って ⑩ 「自己の生き方」と「職業選 ・自己理解と職業理解をテーマ ・３年間をとおして系統的な進路学
な進路選択につ いますか。 択」を関連させた進路指導を行っ にした進路学習をＬＨＲで実施 Ａ Ａ 習の計画を立て、人間としての生
いて適切な指導 ていると、生徒の80％以上が評価 する。 き方やあり方、職業選択について
をしていますか。 している。 ・外部や内部講師による計画的 考えさせる指導を継続する。

な進路セミナーを実施する。

⑪ 進路ガイダンスのほか、１学 ・各学年に適した進路行事と進 ・いろいろな進路行事は、生徒、保
年企業・大学見学、２学年就業体 路学習を計画し、実施する。 Ａ Ａ 護者、職員の８割程度が進路選択



験、３学年進路面接などの進路関 ・外部の事業者と連携し、生徒 に役立つと答えているため、引き
係行事が、役立ったと考えている の進路選択に役立つ情報を提供 続き実効性のある行事を行ってい
生徒が80％以上である。 する。 く。

８ 生徒は自らの進路につ ⑫ 進路実現に向けて積極的に取 ・ＬＨＲや進路行事で常に進路 ・生徒の８割以上は積極的に取り組
いて真剣に考え、その実 り組んでいる生徒が、80％以上で 意識を持てるよう工夫する。 Ｃ Ｂ んでいると答えているが、保護者
現に向けて取り組んでい ある。 ・生徒への進路相談と情報提供 および教員は６割程度台となって
ますか。 を積極的に行う。 いるため、回答への意識の違いが

影響している。

⑬ 生徒の卒業後の進路希望につ ・進路希望調査を機会として生 ・進路希望調査や三者面談をとおし
いて理解している保護者が、80％ 徒と保護者で進路相談が行える Ａ て、引き続き生徒と保護者が進路
以上である。 ようにする。 に関して相互理解を深められるよ

・保護者にも上級学校のオープ うにしていく。
ンキャンパス参加を促す。

Ⅴ 開かれた学校 ９ 家庭、地域社会に積極 ⑭ 家庭や地域社会の人々に学校 ・一日体験入学、中学生ロボッ ・中学生を対象とした一日体験入学
づくりに努めて 的に情報発信をしていま の教育活動を理解してもらうため、 ト競技大会、学習成果発表会の の実施、ロボット競技大会の実施、
いますか。 すか。 「学校公開」を年３回実施してい 実施。 Ａ Ａ 製作講習会の実施、学習成果発表

る。 会等の積極的な案内等を行う。

⑮ 学校行事や学校から発信され ・的確かつ迅速なホームページ ・学校行事の様子や学校からのお知
る情報に、関心を持っている保護 の更新により、最新の情報発信 Ｂ Ａ らせ、各部活動の大会結果などを
者が80%以上である。 を心掛ける。 随時更新する。

Ⅵ 教育のデジタ 10 ICTを活用した指導を ⑯ ICTを活用して行われている授 ・授業改善委員会を通して、IC ・プロジェクタや１人１台端末など
ル化に努めてい 行っていますか。 業や特別活動について、生徒の80 T機器の活用推進を図る。 Ａ Ａ の ICT機器を活用した学習指導を
ますか。 ％以上が満足している。 行う。

11 ICTを活用した業務改 ⑰ ICTを活用した通知やアンケー ・オンラインによるアンケート ・ICT を生徒や保護者と学校の情報
善を行っていますか。 トに、生徒・保護者の80％以上が 調査や健康観察を実施する。 Ａ Ａ 伝達等に活用し、業務改善を行う。

満足している。


